
流出抽処理に関する喪駐

はしがき

近年石油頬の 需要二Z ネノレギ…i!f1tc!)淡体化ととも

に急速に増火し，石油の輸送も紛紛，陀上ともにおび

ただしい蹟にのぼっているが，これに伴ない油の流出

事故も次第に多くなっている。これら漏油は付着ーによ

る汚損のみならず$火災内政険む非常にすてきく胃すみや

かに安全一に除去するめ喜男がある。従来この班恕方法

して，毎Tーでは木材などで訟の拡散を効くととも L，

シロなどで I~支 L 引なっ，陸上においては本による洗A絞め

るいは土砂等による吸着で処理していたがz 作業性，

効果の点で i不十分であった。

これに代るものとして乳化剤で f出合化学的に処理す

る方法，あるいはパーライトや，特殊なi耐子大然惑をし

たウレタンホームによるiujO)致事}処足立， これらの併用

たどその処浬方法および能力を各徴絞討したので報告

する。

その 1

パーライトによる油の吸着および乳化

剤による油の処理

1.実験自的

現在路上等における{漏出油は，水による洗練，ある

いは砂による吸着などで処理しているが，前者は洗j捺

後も危険を伴ない，後者はその比重が大さく吸:設1会も

悪〈非能率的である。より効果的ち:処理方法として，

現在西ドイツで rEKOPERLJの名で3定期化されてい

るものと獄似のパーライトを使用して油処理をおこな

うと共に，乳化剤との併胤についても検討し方らに

その規模を駄大 Lて?道路上における油処理などの実

験号おとなった。

2 実験{共霊式郊l

(1) 円11 A重油，雌9M34d?
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(2) 手し化矧lシー〆りーン70

。)'.ゑ脅剤(パーライト，三井金属工奨励:式会社製)

ア 政1fllバーライト(耐水性にするため薬EI処理

したもの〉

イ 加工合号パ…ライト

ウ C~パーライト

〈バーライトの一般性状〉

パーライ iは真正k岩をある粒度に粉砕して急速

に加熱膨脹さぜたもので，気密性の小気泡よりな

り，きわめて軽い闘を1砂状のものである。

。組成(担6)

五百7「す|守口屯よ乃Rf
い業|アルミ|第三欽 iφム 1~l l... n "jゥム

I t'... ^ I ..._̂ u r， 叩 ωIFetO IωI  K20 I N叫

75.5¥15.3 0.9 T五訂コ~o-1-3-:S-

O 粒皮

吸 地 バ ー ラ イ ト 1 .2mm以下

五五手コマ1五 mm以下

ど二己斗一色竺竺一一
C 耐火性

2000Cでj容降、しなし、o

C 中性 (PH 7) 

3. 試験項目

( 1) 予備実験

7 4存機パーライトの此議測定

イ 各線パーヲイトのIUl吸え聖位σ)d!I]jE

ウ 乳化剤によるiJIJ:J'しイヒカのり{I]定

(三) 本実験

ア 吸仙パーライトによるA煮袖の吸着

イ 加工 2号パーライトによる A重油の吸着

Cーノミーライトによる A璽託の吸器

なお，本実験ア，イ，ウほおi奴着処理後の路

( 49 ) 
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上の残illlを乳化剤を用いて洗秘する。

4. 予 備 実

(1) 比重の測定

ア測定方法

各パーライト 100c.むをとメメシリンダーに

取し，その重散を化学天秤で:秤盈して比重を求

めた。なお比較のため砂についても同様にお」

つ

比重換算

d=与 (1式〉

fこだし

=比重

w=パーライトの重量

=パーザイト容積 (V 100) 

イ 測定結果およびヨ考察

各パーライトの比重測定の結果は，次のとお

であ

1 叫

10間

ーパーライト o200

ー一砂一一一Lー1竺o
上記のとおり加工 2号パーライトの比重は水の

約I!teと持常に続く，現在検処殺に使F殺されてい

る妙に比較して1/24程度であり，大義をに使用する

場合，運搬，散布等その取り扱いに便利である。

ね) 池吸着還をの関定

ア測定方法

径34cmのオイルパンにA重油lOOcc(油入γ打撃 I

m) と300 (泌層郎 mm) を入れ，メス

シリンダーから一定量のパーライトを平均に散

布し，総1を十分に絞着した後回収してこれに要

fニバーライトの数少畿令求めた。また加工2

号パーライトは灯油の吸着量についても測定

いA認を油との比較をど行なっt.:。なおよと較のため

i表

¥ ¥ ¥  A創 l量↓ 10設∞(1 mm厚)1300∞(3凹厚)

一一一日空豆ヨ房王
150 450 

140 430 

140(灯油 430C灯油〉

150 は0

190 580 

むーノミ

砂についても A重油で同様におこなった。

約定結党さおよび考繁

測定の結果パーライト 3舘および砂が一定量

の油を吸着するに必要な置は，第 1表のとおり

で自主:綴着するに必要なパーライトぬ章まはボ

リ A ーム比で油の約1. 5 倍，砂はわおむね ì~lの

2倍を必要とした。これをとパーライトめ比重か

ら教量上じで比較すると，加工2常パーライト 1

に対してA重alJ10.7. すなわち加工 2号パーラ

イト 1k創立A議油約 7kgを吸どiする ζと可

能℃あり ( 2式).校舎 l陥没A第一刻l約 3見し

か吸着しない(3式〕ので，流出itH処理に際し

ては，運搬その他取り扱いめ点でもあ、{こ比較し

てパーライトは非常に効果的であるといえる。

なを.A重油と灯油とのi部こは{ruの種類による

吸お量の迭はなかう

式nノ
臼X

 
…一

品一
d

v〈
↑

V
〈

V
一V

ただし

V1:パーライト

V2・油の吸着量 (vol)

dp :パーライトの比重

do 

x:パーライト 1(重量〉に対する油の吸

お震蚤;

V. 
一三一一竺=x...…目…・.(3式〉
V1xds 

ただし

日:搬の仔月量 (¥'01)

V2 :の数者量(¥叫〉

ι:砂の比重

do :納の比議

(3) 乳化剤による泊め乳1t.)yi]ll]滋

潰IJ鐙方法

A重油 50∞を 500∞用ビーカ-(ことり，これ

に油に対して 5-50符まで一定色合の乳イヒ斉1]

加え， さらに水 100∞を加えてかくはんし，各

々の乳化分散の状況を観察する。

まど，水 100∞と j治!こ対して 10-50潟まで一

定割合の乳化剤をあらかじめ混合し，これにA

重油50ecを加えてかくはんし，前者と乳化力の

比較をど行なった。

イ 測定結果および考察

乳化剤と油の各種総合比による乳イむの状i廷

は，第 2畿，第 3表ぬとおりであ
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第 2表 乳 化 方 法 Ci由+乳化剤→水を加えてかく

はん〕

A重油!詞Jji;1水!手Lイヒの状況

50∞ 1 25ccC5附 11伽|乳白色完全に乳化分散

59∞ 1 ∞側斜)110州 m

50∞ 1 15ccω%)11伽| 線 茶

瓦下戸lぬ川似9畑州∞削附〈α似2
5切0∞

1
7州問

1
1伽|茶色

5同 15同 ω錫)¥1伽 i褐然乳化不完主

5同 1 ∞(附 1 10合的黒褐

第3表乳化方法(水+乳化剤→油を加えてかく

はk)

t 弘子剤i(油』こIA議論!乳化の状況。、 対する%II">.""-!I'II

l伽 125ccω鈎 150∞|薄茶完全乳化

問。∞ j加∞仙仰l伽 1 " 

100∞ 1 15∞(30%)1 50∞|茶色力支かに乳化不
7C:~ 

100cc 110CC 伽 i黒褐色乳化不完令

10竺1 5則 10%)15州 m 11土竺
一般に油を乳化分散させる場合，乳化剤の必

要量は油に対して20~30%程度といわれてし

が，油に手仁剤をお I さらに水を加えてか

はんする方法では，乳化剤15%以上で，ほぽ完全

に乳イとしている。これに対し Yあらかじめ水

乳化剤を混合し.これに油を加えて乳化する方

法ム綴3表のとおり乳イヒカがし、もじるし

低下 L.乳化剤40必以上にならないと完全な乳

化が行なわれなL、。また，乳化剤の必要量は使

用?る乳化剤あるいは油の滋搬によっても異な

り，その効果はガソリン等低沸点物ほと，.~~くな

総向にあるφ 今践の実験に使用したれ化斉Ij争

そのi也2. 3極顛についてガソリンの乳化後の

お火の可能性を試験したが，いずれも引火し

おり，低引火点のものは乳化後も引火の危険が

非常に大きく，満潮時の河口の滞溜2 あるいは

下水等に遊女流する場合には十分注意する必要が

ある。また，中重質油も乳化後時間の経過とと

もに一旦硫化エマノレジョンイじしたものが分離す

る傾向があるので，長時間滞溜すると危険を伴

ろととも考えられ

本紫験
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前記予備実験で，パーライトおよび乳化剤の使用量

必要伝法礎デ…ターをと持たので，本実験ではこ

を突大規模にした場合の効果，作業性等について行な

fご。

(1 ) 吸油パーライトとよるA重油の吸着

ア実験方法

イ

人議油 1( ラム缶入加しハケツ入m

[)を路上に流出させ，一定時聞を経過し油商

が拡大した後ノ4ーザイトを激派し，説拡散を

i坊止して吸着回収を行ない，これに要したパー

ライトの塗および間収したぬの量を深一郎するの

なお，パーライトで白11を回収後，路面;こ付着ー

した油は，噴湯;r.~だ乳化剤を散布し z キらに:フ

ヤン/ズノレで散水して乳化法j器、し， その状況

観察する。

実験はドラム缶およびパケツから各501のA

重泌を流出して開始した。路蕊に若手鋭斜があ

るため，油の流出拡散が早く. 20秒で約15m2

(3 x 5 m)に広がり. 25秒勺 ~Oの総数を防決

するため流下側にパーライトの散布を開始し

た。

がし，散布量が少量のため，油グ広がり

防止できず州面はパーライトを押し流してさら

に拡大した。引き絞おパー予イトを鋭から直線

散布して油国の幅 3m.長さ 6mの位置で油の

拡散を停止させ.さらに全油面上にパーライト

を散布して総を吸器3せ終γした。この間バ

ライトの散布に要した時間は約 1分30秒，使用

2袋計2001でs 流出首に対して200¥'01 

であったが，油を吸着した状況等から判断して

筏鴻量はj務総気味であった。

1分後散布したパーライトの回収を始めた

が，ィ1Uはほぼ完全に後着され，路面1-ぬ膜が付

している経度であった。開校した誌が68.

1 (約709ωと少なかったのは，油が実験予定

地外へ流出回収不能になコたためつごあるα

4ーライトで回収したあとの路面の油は.乳

化剤をI費総滋で平均に散布いさらに AN

ノノレスによる注水で乳化洗i僚を行なった。乳化

は比較的凡ムースってv路面はほぼ完ぎでは状態に

された。散布した乳化対の量以 61• 

水量は 1151である。

(2) 加ヱ2号パーライトによる入機油の絞殺

ア実験方法

人重M100 (ドラム缶入間人バケツ入50

を路上に流出させ，吸着剤に加工2号パーライ



いて前回と正号機の実験を行ない，おhの吸

着状況を比較検討する。

なお，打tlを回収後の路面の洗潜は.乳化剤を

Nーノズノレによるピックアソブフ日々ご吸引

い泣くと混合して泌総!こ散布 L，その手ヒ洗樵

力を比較検討する。

イ 実験結果

実験は前回と同様に油を流出して開始した。

秒後12m2 ( 3 に油面が総大した時，

イトの散布を持始した。散布:がよlま袋か

ら直接iilJの流下側に多量生に散布して油の広がり

を防止 Lたのち，さらに全油面上にパーライト

し， 45秒間℃内議を終了しだわ終了時の

紛の面積は ，総長さ 5.5 cil22m2 

、後用したパ…ヴイトの量;は ，illiに対

して約140vol%であるが，対iの吸着状況はやや

不完全で，パーライトの使用量としては不犯気

守た。この f二め，パーライト℃絞~Yi回収

品11.も82手伝と少〈誌がった。

油回収後の路而の洗蔽は，乳化剤をピソタア

ッフュ方式で吸引し，水と混合した後散布した

なかっ夫。?なれ， これ

のstLl:3.81，交えに対して 21

631である。

(3) CーパーライトによるA重illJの吸着

災港会方法

を 拡 大 し議1182001 (ドラム缶入100

，バケツ入100 を路上に流出させ，吸着a

剤にCーパーライトを用いて前回と同様の実験

を行ない，仙の吸着状況を比較検討する。な

約回収後の路交の洗灘は実験(ひと間じく噴

℃乳化剤を散布し， J AN-/ズノレで散水

して乳化洗j保する。

イ 実験結果

今回の実験は流出油量が多いため，実験開始

油が 4. の佼置に達したi待望流下倶1]

ライトの発免許1合照始し，約 S秒間で油面

の広がりを防止した。以後さらに約 1分間ドラ

ム缶等から油が流出していたが，ほとんど油面

め拡大は防止され九3 おらに全油税制こペーラ

トを袋から直絞殺布し油を吸着さそょ。これ

た時間は約品分泌秒，散布したパ…ライ

トの量は3631，A重油に対して約 180vol% 

で，使用量は若干過剰気味で，油を吸着してな

い良部分が相当みられ穴。実験終了時め治泌の函

織は約23m2 (I~M4 長さ5.1 治!習の厚〔

( 52 ) 

みは平均幽である。

パーライトで回収されたA重油の量は1811 ， 

約90%，回収後の路上の状態はほぼ完全で，油

膜が付すきしている程度であっ氏。路面に付議

たrlbは持験と同様噴手L化剤を平均に

散布し， J ANーノスノレによる散水で与し化洗織

を行ないほぽ完全に洗称した。

これに使用した乳化斉IJの量は 8Iで，残iillに

対してヲ放水量は200 でみる。

第 4表

用 ~II

タ一一覧

|実験li実験2|実験3
〈容最nl刈 1001 

〈輯掛川4村 4・時

パーライト散布量(容設 1) 120o ! 144 I 363 

パーライト散布量〈重量は) I にコ

， lf(t~藍 1 5~ 
詮〈重量均) I 51 69 1 

(容量1) 1 回 21竺竺L

Lゴ
(ffi:iil:kg) I 42回

JANノズノレ放水量(容量 1)I115 I 63 200 

乳化 ~I 液量品己Ej-

勾 1) I I~~_ 
仙広がり面積(ム廿8I 22 I 23 

A 重 inl 0.8434 

乳 化 剤 0.8582 4 

パーライト比重吸油パーライト 0.055 

加工2号パーライト 0.055 

Cーパーライト O 

い) 本実験のf考察

ミーライトによる油の吸着は，毛細管現象によ

ると思われるため，理論上は同一体積に対する表

面積を大穿くするということからメッシュの総点、

いほど良 ¥B 2号パー予イトが最過と思われ

た。しかし，チ溺テストあるいはJ本実験の錨燦

も，油の吸着力は吸油パーライト，加工2号パー

ライト， Cーパーライトの聞に著しい差は現われ

ておらずp 告義手ぢを付けることはできなかった。

かし，加工努パーライトは 9 イ訟に比較し



のi歪，比重ともに小δく，低価格勺ありごれの筏

用が最過であると足、われる。

油を数着するに必擦なパ…ライトの量以，予自治

突験で油に対して最少|浪 150%であることを明ら

かにしたが，本実験の結燥でもーむその数字が

認され，さらに規模を拡大した場合にもこの数字

ば有効て・あると思われる。ニのようにバーライト

は油吸着力が非常に大きく，手L化斉1Iみるいは砂等

f訟のものによる油支払療に比絞し七夜用A:.価格あ

るいは作業性の点ではすぐれている。

ミー予イトの散布J対法.治吸器殺の回収あるし、

はその運搬，処理の方法等今後きらに験討する必

が.会用にあたっては，次の方訟が考え

られる。

まず，パーライトの散布は，その比重が小さい

ため少以ずつめ使潟て‘は流出拡散する治会防止

きないので，大量のパーライトを袋から直接1111の

流下側に散布しおお燃の京がりを紡止する。i:J<い

でその内側油国上に散布して油を吸器する方μ、が

最も効漆的だある。

油を吸着したパーライトの回収時期は，パーラ

イトは油面に散布!引受はかり持続滋な妓Jl又力を示

すが，そのまま放殴すると一旦吸収した油がふた

たび後泌すみ綴向があるので. J後布後すみやか人

回収するのが効果的である。

回奴したパーライトの処分はが滋等尚引

火点の場合でも.パーライトが灯攻、の役割をして

着火殺が大きくなるので，琉楽に当たってはなん

らかの処理念十る必要がふる。まず考えられると

とは焼却であるが，これは場所の選定その他極々

の間続を生ずる。しかし，焼却はおむだけが焼失山

之ーライトは形状.性質ともに変化しないので，

残った J主ーライトは災復奴潟が可能であり，的

吸収する力も卓上実験の結果では最初と比校して

変わりがない。吸殺した総会乳化剤で総務し，

ーライトごと下水等に放流する方法も，重質1111に

おいては可能であるが.がソリンミ事低引火点のも

のは乳化し難く，不完全乳化のまま放流すると号|

火の危検を主主ずる。

ξーライトによる油吸着後の路環は.たんな

場所であれば油膜を生成している程度になるの

で，乳化剤と水で浅泌を手七洗燃し，放流す

が最も簡単である。実験の結果から残油は109活程

度と徽定されるのでp これに必饗な乳化剤(詰に

対して約20%)を散布し，水て・かくはん洗地主す

る。その方法U:. 作意義1生め点では手L化総合ピ y

アップノズルで吸引し.放水洗搬するのが理想的

( 53 

るが，洗燐熟果は号事ちるので，本実験〈めで行

なった乳化剤散布後水で洗j保する方法が効果的で

るニ)レジ沼ン』わかを連総相と

し，その中に油の粒子が分散したOjW型(水中油

のーとおるから，多数の水で稀釈するほ

ど分散され，危険性は少なくなる。

その 2

レタンフォーム

について

1.試験目的

この試験は，ある2士で開発し允絞油性ウレタンフ

ームと一般ウレタンフォームについて，路面，水面等

に流出した総を処巡?る際;この郊に供するか

うかを比較検討する資料を得るものである。

2. 試料〈ウレタンフォ…ム〉

(1) 特殊ウレタンフォーム CA)

のウレタンヅ牢ーム法吸読む効果をあげ、るとめ特

殊発泡加工し.さらに非吸水性をあげるため油処理

〈灯油等と思われる〉きとしたものであ ν。

(2) 一般ウレタンフォーム CB)

」のウレタンフォームは布団等に使用されている

一級のものであ

3. 消防の用に供する条件

(1 ) 吸水位が少ないことの

(2) 粘度の高い重油等も良く吸油すること。

(3) 吸水時においても紋油するニと。

(4) 軽最:およひ経済的であること。

4 試験璃目と労記長

(1) 温度別吸水吸ill1速度試験

71<:1[1"および油織の異なった ザ|司撚同容毅

を有するウレタンフォームを I~ 然に接し，吸水吸油

速絞およその設を測定する。

(2) Iffit度別吸水吸hli盆試験

1佃x1 cmX10cmのウレタンフォームA. Bを，

メスシリンダーに一定登校り;ちした綴援をの燃はる

および油に浸し，縦に取り出して自然落水(油〉さ

せ， この場合の予言;;J， C被〉量を綴11定?

(3) 吸水時の吸油能力試験

佃 X 佃 X 佃のウレタンフォル…ム A. を100

勿吸水させ，この状態でA重油(常温〉中に浸した

場治の吸総量を綴定す

5. 試験結果



第 1表温度別吸水，吸仙速度試験結果

(1) 吸水性試験

キcF炉開神間|量的|野町民も量!吸水速度向指その他

o I A I 82 1 4. 6 1 5. 6 1 1. 0 12分間変化みられず 0.0122 

10 1 A .1 4.7 1 5.1 1 0.4 I 0.0049 

20 I A 1 4. 2 1 4. 8 1 O. 6 I O. 0073 

20 I A 1 h • 1 63. 5 1 58. 3 加圧ジャブ潰 O. 7128 

20 iB  I 1. 5 I 3. 4 I 1. 9 I 2分蹴みられず 0.0232 

20 l B 1 H 1 43. 6 1 42. 1 加圧シャフ蛸 0.5152

(2) 吸計li性試験〈ガソリン〉

料の'"吸油前の Il療治時の 1 1疲れ11量|
(ω) I :重さ (g)I ;霞さ(g)I (百) I 

。IA I 82 ~I 1 I 4. 9 I 42. 2 I 37. 3 I瞬間吸娩

その他

0.446 

o.7綿

(3) 吸油性試験(灯油〉

HL片料名|試問'
A

B

A

B

 

H 

室臨哲』究ーの、jI 吸瀦、~/量 1 吸 油速度 IすまE霊軍語3道1その他

52. 1 47. 1 瞬 間 吸 前11 0.576 

63.0 61. 5 5秒で完全吸 1111 O. 752 
51. 4 46.5 11隣 間 l泉 川1 0.568 

62.0 60.4 5 秒で完全吸 ~I 0.73:脅

A

U

A

U

A

リ
ハ
り

の
4

n
，a

82 

(4) 吸inl姓試験(A1量的〉

吸 油 速 度 I単り位の荷級穏絢当量Jその他飲料めl亭霊前の l蜘 h時の l吸 日
み(佃) (g) 重さ (g)I (g) 

。 A 82 1 4.2 63.0 58.8 瞬 間 l汲 油
。 B 1.5 20.0 18.5 2分 間 以 上 5 0.203 

10 A 4.8 64. 1 59.3 間 吸 。ー 725

10 B 1.5 22.0 20.5 2分間以上 5 0.251 

20 A H 4.0 63.1 59.1 間 吸 油 O. 722 

20 B • 1.5 28.2 26. 7 2分間以上 5咽 0.326 

20 B 120.8 119.3 加圧ジャプ輯 1. 460 

(5) 吸仙i生試験(珍重油〉

今c片隅書l式料f佃面2)積試料の厚~I 吸重油前の 駿重油さ時(gの〉 吸油量
吸油速度|時持 その他み (cm さ(g) (g) 

5 A 82 1 4.8 39.0 34.2 2分間で 5mm程度 0.581 。OCの場合

5 B • • 1.5 6.5 5.0 ほとんど吸油な L 0.061 は. A. B材

10 A • ， 4.5 76.0 71. 5 2分間で完全吸倒l 0.874 とも吸油なし

10 B H ， 1.5 10.5 9.0 2分間で 1醐程度 0.110 

20 A H . 5.0 82.0 77.0 50秒で完全吸油 0.942 

20 B • • 1.5 12.0 10.5 2分間で 2間程度

( 54 ) 



第 2表温度別吸水吸油量試験

(1)水中の加圧綬水後 約然潟水 1分間

水mocr託料名 | 試 狸 ヂ | 内 野 みl吸水FP平*文字司ー吸(を、量| そ の 他

。~ 1 10 O. 

o B 0目 5 7.6 7.E5 

10 

10 

::0 

20 

10 

10 

20 

20 

A 

(3) 灯油中の加圧型車始後 白熱務i'IIl1 

水温。C

。 A 1 x 
。 B 

10 

10 B 

20 A 

20 

(4) 入重1I[jゅの加圧滋後 約然落油 l分間

O. 
O. 

0.5 

O. 
0.4 

0.5 

O. 

O. 

0.5 

O. 

0.4 

0.5 

。抽

5 

5 

5 

5.6 

5-0 

4.0 

5.0 

3.9 

4. 7 

水瓦干7れ言7試号事戸商27みl吸明戸内F可
。
。
10 

10 

20 

20 

B 

A 

(5) 重油小の加圧綬泌後 必然落油 i分間

0.5 

O. 
O. 

5.3 

7.0 

4.5 

5.5 

4.6 

5.0 

4. 

6. 

4.50 

5.1 

3.0 

( ) 

4.5 

その他

の 他

吸剖l'経一| 抽
|その他(g) 山

6.5 。
5. 1 

4. 1 

一示温 oc1試料Z同君Ef門戸Fi吸油松重さ1吸油FC重ざlEih亘 I-f の 他

。
。
10 

10 

I R 

~ I 

20 A 

10 O. 
0.4 

。腎

0.5 

( 55 ) 

7.0 

6.0 ~.6 

7.0 

5.5 

9.5 9.0 

6.0 



第3表吸水時吸油能力試験

A重油中に飽和状態にl汲水したウレタ γフォームA. B材を投入しニのときの吸油量を測定する

抑制混℃

20 A 

B 

私5

0.4 

4.2 

4.5 

6.考察

(1) 温度別吸水!疲油速度試験

ア吸水性試験

(7) A材はB材に比較して吸水性が小さい。

付) A材の吸水性は水温が高くなれば大きくな

る。

わ'l 20'Cの水面上にA. B材を I~ 然に催した場

合，単位面積当りの吸水震はA材で.0.0073 

gjcm2• B 材でO.0232glcm2となり A材はB材

の3分の l程度となる。

同吸水速度は加圧しなければ非常に遅 d、。

イ 吸油性試験〈ガソリン〉

(7) A材は B材に比較して吸油性が小さい。

(イ) A材の吸油性(ガソリン〕は油I~に対する

大きな変化はない。

{吟 200Cの訓l頂i上にA. B材を自然に接した場

合の単位面積当りの吸油量はA材で 0.446gj

cm2• B材で0.768gjcm2となり .A材は B材

の2分の l強となる。

(:z) 吸油速度はA. B材ともl瞬間吸illlする。

(厚み 1011)

ウ 吸油性試験(灯油〕

(7) A材は B材に比較して吸油性が若干小さ

L 、。

(イ) A材の吸柑l性は温度に対してあまり変化が

ない

(ウ，) 200Cの補l面上にA. B材を自然に接した場

合，単位面積当りの吸袖震はA材で 0.568gj

cm2• B材で 0.739gjcm2 となり . A材は B材

の10分の 8程度となる。

伺吸袖速度はA材で|瞬間吸油.B材では 5秒

で完全吸油となり A材が早い。

ユ 吸油性試験 CA重油〉

(7) A材はB材に比較して吸油性が大きい。

(イ) A材の吸油性は温度が高い程大きい。

{可申 200Cの油面上にA. B材を自然に援した場

合の単位面積当りの吸油量は. A材でo.722 

創価2. B材で 0.326gjc皿2となり.A材はB

材の 2.2倍となり油温が低い程この差は大き

b 、

( 56 ) 

その他

~ 吸副I1速度はA材で瞬間吸illl，B材では 2分

間で 5岡田(全車み10mm)となり A材が優れて

いる

オ吸ilh性試験 CB重油〉

(7) A材は B材に比較して吸泌伎が大きい。

仔) A材の吸油性は温度が高い程大き L、。

(ウ，) 200Cの油面上にA. B材をi'I然、lこ後した場

合の単位面積当りの吸論調tはA材で O.942gj

cm2， B材で 0.128gjcm2 となり A1~ は B 材の

7倍強となる。

同 吸i山速度は温度によってそのirhの粘度が変

わるため大きく異なるが. 20QCの場合で.A

材が厚さ lcm当り50秒， B材でほz分間で2

醐程度である。 oOC程度ではA.B村ともl攻

担tHまなし、。

(2) 温度別吸水吸油量試験

ア 含水能力試験 cl佃x1佃 Xl0ω(尚さ)の

含水量)

伺 A材はB材に比較して含水性が小さい。

付) A材.B材の含水性はiff，t度に影科Jされない。

(ウ，) A材の含水性は 4.25gjl叩 X1佃XI0佃

Cr奇さ〕で B材の 6.30g! 1 cm X 1 cm x lOcm 

(高さ〕に比べて 3分の 2程度である 3

イ 含油能力試験(ガソリン〕

(7) A材はB材に比較して合油性が小さい。

(イ) A材.B材の合油性は温度に影響されない。

(ウ，) A材の含油性は 3.0gjl佃 X1佃 XI0佃

(高さ〉で B材の 5.19j1 cm X 1佃 xI0cm

(高さ〉に比べて 5分の 3程度ーである。

ウ 含油能力試験〈灯油〉

的 A材は B材に比較して含油性が小さい。

付) A材.B材の含油性は温度に景品費署されない。

(司 A材の含油性は 3.0gjlωX1 cmxI0cm 

〈高さ〉でB材の4.5gjl佃 Xlcmx10叩〈高

さ〉に比べて 3分の 2程度である。

エ合油能力試験 CA重油〉

(7) A材はB材に比較して合油性が小さ L、。

が) A材.B材の含油性は温度にあまり影響さ

れない。

(吟 A材の含油性は4.3gjl佃 x1佃xl0佃〈高



に比べてほぼ同量である。

オ 合油能力試験 CB重油〉

(7) A材はB材に比較して含油性が大き L、。

付) A材 B材の含油性は温度にあまり影響さ

れない。

さ〉でB材の5.0gj1佃x1佃xl0佃(高さ〕

り) A材の含油性は 6.5gj 1佃x1佃x10佃

(尚さ)でB材の 5.5gj 1佃x1佃x10佃(高

さ)に比較して1.2倍程度である。

(3) 吸水時吸油能力試験 CA重油200C)

ア A材に 100%含水させた場合の吸i由能力は，

A材 1佃3当り0.33∞でその置換率は33必であ

る。

イ B材での前記試験ではB材 l佃3当り0.02∞

でその置換率は 2%である。

7 小括

(1) 吸油性ウレタンフォームは一般ウレタンフォー

ムに比べて吸水性が小さ L、。

(2) 吸油性ウレタンフォームは一般ウレタンフォー

ムに比べて吸ilil速度が早し、。これはA重油. B重

油に対して効果が大きL、。

(3) 吸油性ウレタンフォームは一般ウレタンフ才一

ムに比べて含油能力が小さい。これはガソリン，

灯油等に対して目だつ。

(4) 吸油性ウレタンフォームは含水中であっても水

と油とのi置換効果がある。

CA重油の場合. 100%含水中339杉の置換効果が

ある。〉

むすび

流出仙の処理は消防関係を初め関係業界の永年の懸

案であり，最近では各方面でもその処理方f上について

研究を進めている。当研究所に於いても各径検討すべ

くこの問題について前記の実験を行ない検討した。今

後もさらに研究を進め実用化について検討していきた

L 、。
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